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単純ヘルペスウイルス（HSV）感染において糖鎖が重要であることを明らかにした。また、ヒトヘルペスウ
イルス6型（HHV-6）感染に影響する新たな宿主側因子を発見した。さらに、ヒトサイトメガロウイルス
（HCMV）の臨床株間での糖蛋白遺伝子多型に基づいた感染性の相違のメカニズムを見出した。

Wnt受容体の分解によるがん抑制が受容体の分解酵素の可逆的なリン酸化により正負両方向に調節されてい
ること解明した。このリン酸化を導入することにより変異がん遺伝子をがん抑制遺伝子へ再び機能回復出来
ることを示した。共同研究の成果として2回の学会発表と2篇の論文発表を行った。

選択的スプライシングの制御タンパク質であるPTBP1の精子形成における役割を明らかにすることを目的と
して、大阪大学微生物病研究所（伊川研究室）との共同研究においてノックアウトマウスを作成し、その遺
伝子機能を探索した。その結果、セルトリ細胞おけるPtbp1が精原幹細胞の分化を制御し，精子形成に不可
欠な役割を果たしていることが明らかになった。

グリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）アンカー型タンパク質の生合成機構を解析する中で、小胞
体局在シャペロンであるカルネキシンがGPIアンカー型タンパク質に付与されるN結合型糖鎖と結合し、タン
パク質のフォールディング及びGPIのプロセシングに寄与していることを明らかにした。

腸炎ビブリオが保有する3型分泌装置（T3SS2）の分泌基質制御機構を明らかにするために、様々な遺伝子変
異株の培養上清の質量分析を行い、T3SS2が持つ独自の分泌機構で分泌される新規分泌基質の候補分子を同
定した。現在、詳細な分子機構を解析している。
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マラリア原虫ガメトサイト形成の起点となる転写因子AP2-GのChIP-seq解析を実施し、その標的遺伝子の中
から新たに、雌雄ガメトサイト形成に重要な役割を果たすある転写因子及び雄ガメトサイト形成に重要な役
割を果たすクロマチンリモデリング関連因子を同定することに成功した。

インターフェロンによって発現が誘導される抗ウイルス因子RyDEN（C19orf66/SHFL）の二本鎖RNAウイルス
の複製における影響を解析した。RNA干渉法を用いて内在性RyDENの発現量を減少させると、レオウイルス科
に属する３種類のウイルスの増殖が高まることが明らかとなった。この結果は、RyDENが二本鎖RNAウイルス
の感染に対しても抑制的に働くことを示すものである。

貴研究所との共同研究において、我々が独自開発したCOVID-19に対する超高感度ELISA法（チオNADサイクリ
ングELISA法）の実験系が、実際にCOVID-19ウイルス（SARS-CoV-2）に含まれるタンパク質に対して、特異
的に超高感度で検出できることを示すことに成功した。

マスクをSARS-CoV-2のエアロゾルがどの程度通過するかは実用上大きな課題である。そこで大阪大学微生物
研究所で培養後75℃で30分間不活化処理を行ったSARS-CoV-2（1.78x108 TCID50/ml）に調整したウイルスを
K女性の標準顔サイズのマネキンにマスクを着用させアトマイザーでウイルス懸濁液をスプレー後、通過し
たウイルス量をPCRにて定量した。市販のスポンジマスクでは多くのウイルスが通過したが、スポンジマス
ク2枚の間にナノファイバー層をもったマスクでは９０％のウイルス阻止率があった。

大規模塩基配列決定によって、臨床検体から直接病原体遺伝子を検出・同定するための迅速かつ高感度な検
出方法の確立を目指している。主に便試料を用いた改良法を用い、環境（下水）への応用を試みた。また、
薬剤耐性菌に関してゲノム解析を行い、包括的な薬剤耐性遺伝子の検索や新規薬剤耐性プラスミドの同定な
どを実施した。


